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業務拡大につき、スタッフ急募！！！
音楽業界の中においていち早く本格的なクロスメディア展開を始め、今最も勢いの
あるメディアである弊社で一緒に働きませんか？経験者優遇となりますが、音楽が
好き、ロックが好きという熱い方のご応募お待ちしています。

【職　　種】「激ロック」、「Skream!」編集、編集アシスタントスタッフ
【仕事内容】弊社保有の媒体である「激ロック」、「Skream!」フリーマガジン、
	 WEBサイトの編集、ニュース配信等のデスクワーク全般

募集要項の詳細はこちら>>	http://gekirock.com/company/recruit/

最新音楽NEWSからアーティスト動画コメント、インタビュー、ライヴ・レ
ポート、コラム、ディスク・レビュー、イベント情報、ライヴやリリースの予定
が一目でわかるカレンダーなど……ラウドロック好きなら要CHECK!! >>

GEKIROCK.COM

facebookでも最新ラウドロック情報をGET！
今すぐアクセス！！！
http://www.facebook.com/gekirock

follow "@gekirock"
フォロワー数61,000人以上を誇る激ロック公式Twitterアカウント！音楽
NEWSや激ロックWEB更新情報、イベント情報、CLOTHING入荷情報、
小ネタなど……毎日つぶやいてます！

ワラッ？激ロックジャンキーのファッキンロックナード諸君！
ファインしてたかい？？

ROACHは9.3にシングルをリリースウィル！ファックイエー！
その名も『CALL	ME	LAZY』ナマケモノと呼んでくれ！！
複雑すぎる社会の中で『やりたい事』よりも『やらなきゃいけな
い事』の方が優先しなきゃいけないなんてファックだぜー！やり
たくない事はやりたくないんだもんー！サウンズライクそんな感
じのだだをこねたベイビーソングさ。
ここ激ロックマガジンでもインタビューも受けたから、チェック
してくれよな！
動画メッセージも最高にクールなやつが出来上がったから楽し
みにしててくれよ！！

ここ最近のミーはというと、ROACHのマネジメントレーベルを
チェンジしたり、引越ししたり、マイフレンズがトーキョーに引っ
越してきたり、逆に悲しい別れがあったり、ミートアンドリーブて
んこ盛りで色んな事がサムシングニューでスタートさ！

リリースツアーも素敵なバンド達とサーキットするつもりだから
激ロックマガジンをナウでリードしてるユーはマストカム！

ただいまニューTシャツのデジインをDOCAN!のコータとミー
ティング中。エビバデ、どんなTシャツをユーウォントですか？？

今回はMUSIC	VIDEOの撮影を都内某所、地下駐車場にて
シューティングしてみたんだ。
ファッキン暑くて気を抜くとデスしそうだったよ！苦笑

撮影を1回し取り終わる度に服を全部脱いでパンツ一丁になった
もんさ。
地下駐車場だからノープロブレムだろうって事でそのままトイレ
までいったら撮影中にクレームのストームさ。トーキョーはなか
なか難しい街だねHAHAHA。

バイダウェイ、ラフであがってきたムービーをルッキングするだけ
で、スーパークールだったから、スーパーアメージングな作品に仕
上がる気がしてるんだ。楽しみにウェイティングしててくれよな！！

こんな感じの撮影風景。
そして俺、裸。笑
個人的に見たい方は声かけて
ねん♥︎

リベリオンのイベント会場にて
クリスタル兄さん方とアルテマ
こーへーちゃんと！なかよく壁
にサイン書いてきたんで！
後続隊待ってます！

本当は今回出て来た「サンダーバード」、「2001年宇宙の旅」、「時計じかけの
オレンジ」、「猿の惑星」、スタンリー・キューブリックの話をもっともっと深い所
までガッツリしたいです。
この先、当コラムでどこまで話せるかわかりませんが、精一杯書きたいです！！！！！
ハァハァハァハァハァ。。。。。。本当に熱くなった！汗

ハイここまで！

神経でら使う。。。
でも、この熱量絶対伝わるって信じてるぜ！

今回のグリエルモ・コーイチのブレインベーダーSF映画編はこのへんで！

次回も
SF映画の歴史を今回お話ししたみたいに(今回は1960年)、別の年代の作品と
時代背景が作品へもたらした影響などのお話をしたいと思います。
ていうか1970年代のお話をします！スターウォーズ！！！エイリアン！！！未知と
の遭遇！！！
ハイ！すでに楽しみです！
文字数120％オーバー確定！汗！
もちろん作品紹介は文字数的に無理です。涙

今回も読んでくれてありがとうございました。
全身全霊でSF映画に向かい合おうぜ！

でわでわ！！！

あっ！あとTHREE	LIGHTS	DOWN	KINGSもよろしく！
デワデワ！！！

マガジンに載り切らなかったくだらない話はWEBで！>> GEKIROCK.COM

さ、そして舞台セットの完成度の高さがカラーで従来よりも鮮明に映す事ができ
るようになったため迫力感を更に引き立てたと言えるでしょう。
そして、そんな中、生まれたのがSF映画ファンのみならず
映画好きの人なら誰でも知っている名画中の名画「2001
年宇宙の旅」（1968年）！！！！
とにかくこの映画はすべてがすごい。ストーリー、カメラ
ワーク、音使い、音楽、台詞、舞台セット、視覚的影響力、
他にも色々、とにかく規格外の作品です。まさにSF映画界
の革命作！！！
もちろん今回キーワードになっている迫力感も半端じゃ
ないです。汗！監督は、僕が一番好きな監督スタンリー・
キューブリック！ちなみにこの作品の4年後に「時計じか
けのオレンジ」を世に送ります。
そして、それともう一つ忘れてはいけない名画が「猿の惑星」（1968年）！！！皆
さん知ってますよね？
そんな1960年代のSF映画の世界ですが。一つの衝撃を迎えます。
それは、1969年にアポロ11号が月面着陸に成功したと言うこと。これによっ
て、本物が存在してしまったため宇宙系のSF映画が減ってしまいました。
でも、このこともありより一層現実離れした奇想天外な発想が生まれオリジナ
リティー溢れる作品がどんどん誕生するのです。
そして、1970年代にいよいよ本格的にSFブームを巻き起こすのです！
テレビの普及や進歩し続ける宇宙開発などの時代背景に常に対応し、よりリアル
でよりロマンの詰まった作品を生み出した1960年代の映画中に登場する様々
な未来道具（テレビ電話など）が今現在当たり前の時代になっています。
第1回目の当コラムでお話しした通り「この先に実在するかもしれないという、な
んとも言えない不思議な感覚によって膨らむ夢と期待感こそSF世界の最大のロ
マン」
まさにそうゆう事なのです。
だからSF映画は面白いのです。
今回のSF映画の歴史はこのくらいにしておきます！
普通にまたしても文字数が大変な事になってます。汗！
SF映画の話は語りきれません。汗！

ハイ！暑いです！まさに夏本番！
暑さでダラダラしがちですがビシッと激ロックコラム書きたいと思います。
と言うことで、楽しいブレインベーダーSF映画編のお時間がやってきました！笑
どーも！THREE	LIGHTS	DOWN	KINGS	ヴォーカル	Glielmo	Ko-ichi(グ
リエルモ	コーイチ)です。
今回で3回目となるこのコラムかなりマニアックになってきました。苦笑
今回も遠慮なくSF映画のディープな話をさせて頂きます。
当コラムではSFヲタクの僕が、独学で手に入れた知識とSFヲタクならではの
マニアックな見解でSF映画の魅力をできる限りお伝えしています。
さぁ！早速3回目となるブレインベーダーSF映画編始めましょう。
皆さんご一緒に！
せーの！
SFスイッチーーー！
オーーーーーーン！
前回は1950年代のSF映画の歴史とその時代背景が作品へもたらした影響な
どのお話をさせて頂きました。
今回は前回の予告通り、１９６０年代の作品と時代背景が作品へもたらした影
響などのお話しをしたいと思います。
早速1960年代に遡ってみましょう。
この年代は特撮技術が発達し、様々なジャンルのSF映画が生まれました。
それと、カラー映画が中心となった時代です。他には画面もシネマスコープや
70mmなどの大きいサイズの作品が増え従来のSF映画より更に迫力が増して
くるのもこの時代からです。
まず何故、上記の様な時代になったのか？その最大の理由はテレビの普及で
す。
ん?！面白くなって来たね?！笑
従ってこの時代のSF映画は迫力感を売りにした作品が多く目立ちます。
「5!4!3!2!1!サンダバー！アーゴー」でお馴染みジェリー・アンダーソンの作品
「サンダーバード」（1965年）もこの時代の作品で、とにかく爆発シーンが多
い！汗
SF特撮作品の金字塔とも言える「サンダーバード」でもわかるように大掛かり
な爆薬の仕掛けや各SF映画に登場する宇宙船などの模型のクオリティーの高

女優さんです。これだけの切り札を揃えて作られた今作。残念
ながらそんなに売れませんでした（泣）でもその後ガンマニア
の間ではじわじわ浸透して今やカルト的人気を獲得しており
ます。それくらい劇中に登場する銃の数が半端ない！そして銃
撃シーン盛りだくさん！実は日本と違ってハリウッド映画で使
われる銃はほとんどが本物なんです（弾は空砲だから、発砲
時に火花だけ出るシステム）！リアルな銃で撃ちまくる。まさ
に大人のサバイバルゲーム！この作品内で１万発以上は発射
してます！花火大会かっっっっっっ！アクションばかりの映画
ですが、監督の素晴らしいスタイリッシュカメラワークのおか
げで最後まで見れます。ガンマニアだった小学生の頃の僕的
評価は★★★★★（満点！）しかし、現在の僕的評価は★★
☆☆☆（笑）原因はストーリーの薄っぺらさですね（笑）香港
で作ったら大ヒットしてただろうなぁ…。でもその後、チョウさ
んは「グリーン・デスティニー」や「パイレーツ・オブ・カリビア
ン」に出演してハリウッドで大成功しました。よかったぁ。と
にかく良くも悪くも「もしも香港映画をハリウッドで撮ったら
こんな感じ」的な作品です。ガンマニアの方や、香港映画好き
は一見の価値アリ！今回はいろいろマニアックでしたね（笑）
ではまた次回！！！！

に認めるハードボイルド小学生でした（笑）先日、母が言って
いたのですが、寝るときは枕の下にエアガンを忍ばせて、敵の
襲撃に備えていたらしいです（笑）いったいあの頃の僕は誰
からの襲撃に備えていたのでしょうか（笑）そんなハードボイ
ルド小学生が当時ほぼ毎日見るくらいハマった映画を本日は
ご紹介したいと思います。「リプレイスメント・キラー」。香港
ではジャッキー・チェンに並ぶほど有名な超大物俳優チョウ・
ユンファのハリウッド進出第一弾目の記念すべき作品！この人
は日本の俳優で言うなら渡辺謙さん的な存在。劇団ひとりさ
んがひと昔前のコント番組でチョウさんのモノマネをやって
ましたね。（どうでもいいね。）闇組織に属し、その組織の命
令通りに忠実に殺しを遂行する凄腕暗殺者の物語。ほら、い
かにもハードボイルド。この作品の監督、アントワーン・フーク
ワさんはこれで監督デビュー。この数年後にこの人が監督し
た「トレーニング	デイ」という映画（デンゼル・ワシントン主
演）が大大大ヒットします。今ではハリウッドを代表する監督
さんでございますな。主演のチョウさん演じる凄腕暗殺者の
相手役を演じるのがミラ・ソルヴィノ。日本での知名度は低い
ですが、1995年に公開された「誘惑のアフロディーテ」とい
う映画でアカデミー助演女優賞を受賞したこともある実力派

ご無沙汰です。夏夏夏夏。ココナッツ。連日の猛暑の中、みな
さんいかがお過ごしでしょうか？これを執筆している２日前、
BLUE	ENCOUNTは夏フェスはじめでございました。福岡の
大型野外フェスに出演させていただいたのですが、やはり地
元九州の自然は格別ですなぁ。海の匂い、蝉の声、風の優し
さ。すべてが自分にとってとても懐かしい感覚で、フェスの最
高な雰囲気の中、僕はふと、少年時代の自分に脳内タイムス
リップをしていたわけです。ガキの頃はエアーガンが大好きで、
夏休みはほぼ毎日裏山で友達と撃ち合いをしていたものです。
「サバイバルゲーム」ってやつですね。その頃の僕は自他とも

1998年	|	アメリカ	| 87分
【監督】	Antoine	Fuqua
【キャスト】
Chow	Yun-fat
Mira	Sorvino
Michael	Rooker
Kenneth	Tsang
他

『リプレイスメント・キラー』

どうも！アングリーの酔いどれ担当rokuです！早いものでこのコラムも２
回目！今回も最高に『ROCKなBAR』に行ってきました！

さて、ちょうど今は６月から始まった『BRAVE	 NEW	WORLD』
Tour2014	 -9Cities-のツアー中という事もあって、ライブに遊びに来
てくれた新潟が地元の最高バンド『a	crowd	of	rebellion』のBa.高井
ちゃんが『いいBARあるよ！』と紹介してくれたお店、その名も…！！

『HINDEE』(http://hindee.net)

今年オープンしたばかりの新潟駅前から直ぐのこのBARに、どうせ
ならベーシストトークもしたいって事で、この日共演してくれた『AIR	
SWELL』のBa.Taisukeも呼んで３人で潜入してきました！

まずこのBAR、地下一階にあるんだけど、階段
の壁中に『ROTTENGRAFFTY』『RUDIES』
『TOTALFAT』『SECRET	7	LINE』…って、先
輩BANDやお世話になっているアパレルブランド
の名前がそこら中にペイントされている！！お店に
入る階段を降りる時点でもうテンションが何故か
無性に上がっているのは言うまでもないです(笑)
そんな『HINDEE』のマスターMINORUさんに
色々お話を聞かせていただきました！

まず、このお店を始めたキッカケは、以前から全国のライブイベントに
FOODのお店を出店していたそう。その数々のイベントの中には自分達
も今年参加させていただいたSECRET	7	LINE主催イベント『THICK	
FESTIVAL』も！なんと新潟名物‘タレカツ屋さん’として出店していた
んだって！あの日タレカツがモノ凄い勢いで売り切れて、俺も食べたかっ

たのに食べられなかったのを今でも覚えている(泣)こんな風にMINORU
さんは何年も地元名産をメインに【FOOD】を提供するというカタチで、
ROCKに携わってきた方なんです。

より‘地元=新潟’のシーンを盛り上げたい、若手を育てたいという地元
愛に溢れた信念があったから。飲みに来た日も、DJを練習中という女の
子がEDMを爆音で流していたし、そうやって若い子が音楽シーンで戦っ
て行く為の修行の場としてもこのお店を使えばいいって！なんて親心も
あるマスターなんだ！！

話を聞けば聞く程、途中で出てきたテキーラという魔法のお酒も手伝っ
てMINORUさんの人柄に惹かれるわけで、この『HINDEE』というBAR
は先輩バンドが新潟に来た時には飲みに行ったり打ち上げをやったり、
地元新潟をはじめ気づいたら全国からバンドマンや音楽大好き人間が
集まってるっていう場所なんだと思う。まさに新潟と日本全国をROCK
とお酒で繋ぐ架け橋的な存在！新潟在住のROCK馬鹿の皆さん、新潟
に遠征に行くキッズの皆に朗報！最高にROCKで熱いマスターがいる
BAR、新潟駅前にありますよ！！俺もこれからは新潟に行った際には必ず
『HINDEE』に飲みに行こうと決めた夜でした！

そして最後に、一緒に今回のコラムの為に
飲んでくれたAIR	SWELLのたいちゃん、
リベリオンのたかちゃん！ディープな話か
らくだらない話までありがとう！本当にす
げー大切な仲間です！また、飲みにいきま
しょう！今回のコラムはここでおしまい！
次はどのお店で飲もうかな〜♩
乾杯！！
ANGRY	FROG	REBIRTH		roku


